
 

 

（７）令和４年度流山市水道事業報告書  

ア  総括事項  

令和４年度の水道事業は、令和２年度に策定した「流山市水道

事業基本計画」（流山市水道ビジョン）（以下「流山市水道ビジ

ョン」という。）の「市民への安全な水の安定供給をいつまでも」

を基本方針とし、流山市水道事業に係る認可（以下「第８次拡張

変更認可」という。）及び平成３１年４月に改定した流山市水道

事業経営戦略に基づいて事業を実施した。  

なお、流山市水道事業経営戦略については、流山市水道ビジョ

ンとの整合を図るため、令和４年度において改定を行った。  

収 入 面 に お い て 、 給 水 収 益 に つ い て 前 年 度 に 比 べ 税 抜 き で 

０．０３パーセント（９９９，００７円）の減となった。  

水道事業を取り巻く環境として給水人口の伸び率１．８６パー

セントに対し、年間有収水量の伸びは０．０６パーセントの減と

なった。  

運営面においては、浄水場の運転管理業務及び維持管理等業務

委託、給水装置関連及び漏水修理等業務委託、上下水道料金等徴

収業務委託について継続して民間に委託し、水道利用者の利便性

の向上と効率的な運営に努めた。  

また、水道事業のＰＲ活動のため、６月初旬の水道週間におい

て流山市役所ロビー及び流鉄流山線でのポスター展を継続的に開

催した。また、上下水道局で発行している広報紙についても継続

して発行したほか、令和２年度以降に新型コロナウイルス感染症

感染拡大により中止していた市民まつりでの出展を再開した。  

イ  建設事業  

流山市水道ビジョン及び第８次拡張変更認可に基づき、既設浄

水場の改修を実施したほか、配水管の改良、拡張工事を実施した。  

 既設浄水場の自己水源の改修については、おおたかの森浄水場



 

 

３号ろ過機のろ材交換を実施した。また、流山２号井の更生工事

を実施している。  

このほか、新しい水源井として、おおたかの森浄水場に２井、

西平井浄水場に１井の新設井戸施設設置工事を令和３年度からの

繰越事業で実施し、完了した。  

浄水場運転及び維持管理等業務については、令和元年度から令

和５年度まで５年間の委託契約を行い、水道水の安定供給を遂行

している。  

    一方、配水施設整備事業は、給水区域の安定した給水と一定の

水圧を確保するため、配水管の口径変更と、塩化ビニル管等を地

震に強いダクタイル鋳鉄管や水道配水用ポリエチレン管に改良す

る配水管改良工事１４件、延長４，０８８．４メートル、舗装本

復旧工事６件、面積９，８３２．０平方メートルを実施した。  

更に、つくばエクスプレス沿線整備事業に係る配水管拡張工事

と し て 、 運 動 公 園 周 辺 地 区 に お け る 拡 張 工 事 ４ 件 、 延 長 

３，０８０．０メートルを実施し、安心・安全な水の安定供給追

求を図った。  

ウ  業務の状況  

令和４年度末の給水人口は２０８，５８９人で、前年度に比べ

３，８０６人増加し、給水普及率は９９．６３パーセントとなっ

た。  

年間有収水量は１９，０６４，４８９立方メートルとなり、前

年度に比べ１１，９６７立方メートルの減となった。  

また、水道料金等の不納欠損金処理は１８２件６８９，１９８

円で、前年度に比べ件数は２８件の増、金額は１７４，２８０円

の増となった。  

このほか、給水申込納付金の調定状況は、件数では４３９件減

の１，８２０件、金額では税込みで１７４，５１５，０００円減



 

 

の４８３，２８５，０００円となった。  

臨時給水については、件数では２５６件減の５０６件、金額で

は税込みで２１，２２９，０７４円減の２６，２６６，９６９円

となった。  

エ  経理の状況  

 収益的収入は４，４７７，１０７，４１３円（税込み）で前年

度に比べ１７６，４５６，４７６円の減収となった。この主な要

因は給水申込納付金の減少によるものである。  

一方、収益的支出は３，４６１，６７４，８８３円（税込み）

で、前年度と比べ８４，９３０，２９６円の増額となった。  

このような状況の中、令和４年度の損益は、税抜きによる収益

的 収 入 が ４ ， ０ ９ ９ ， ２ ０ ４ ， ２ ２ ２ 円 、 収 益 的 支 出 が 

３，１６８，６４６，１８０円で、収入から支出を差し引くと、

９３０，５５８，０４２円の純利益を計上することができた。  

    資本的収入は２０５，６９４，５１７円（税込み）で前年度に

比べ９４，０３４，８３６円の増収となった。その主な要因は、

工事負担金の増収によるものである。  

    一方、資本的支出は２，３０６，９４４，４５７円（税込み）

で、前年度に比べ５８６，２７８，６１９円の減少となった。そ

の主な要因として、建設改良費等が減少となったことなどが挙げ

られる。  

なお 拡 張事 業 費に つい て は、 事 業の 終了 に より 前 年度 に比べ  

５８，７７０，２１３円の皆減、つくばエクスプレス沿線整備事

業費 は ２４ ３ ，２ ９６ ， ４２ ７ 円（ 税込 み ）で 、 前年 度に 比 べ 

１４８，０２８，８０７円の増加となっている。  

オ  経営指標に関する事項  

経営の健全性を示す経常収支比率は、光熱費高騰の影響を受け

た原水及び浄水費の増加により、前年度に比べ７．２３ポイント



 

 

減の１２９．３７パーセントとなったが、健全経営の指標である

１００パーセントを上回った。また、料金水準の妥当性を示す料

金回収率は、前年度に比べ２．２５ポイント減の１１３．４０パ

ーセントとなり、事業に必要な費用を給水収益で賄えている状況

とされる１００パーセントを上回った。  

 償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率

は前年度に比べ１．３２ポイント増の４８．８５パーセント、法

定耐用年数を経過した管路延長の割合を示す管路経年化率は前年

度比１４．６４ポイント増の１７．８３パーセントで施設の当該

年 度 に 更 新 し た 管 路 延 長 の 割 合 を 示 す 管 路 更 新 率 は 前 年 度 比   

０．１０ポイント減の０．５９パーセントとなった。今後も更新

計画に従って、着実に管路の更新を行っていく。  

 

経営指標の推移                 （単位：％）  

 Ｈ３０  Ｒ１  Ｒ２  Ｒ３  Ｒ４  

経常収支比率  133.11 111.03 135.33 136.60 129.37 

料金回収率  105.57 90.91 113.72 115.65 113.40 

有 形 固 定 資 産

減価償却率  
44.15 45.48 46.76 47.53 48.85 

管路経年化率  8.64 22.58 3.48 3.19 17.83 

管路更新率  0.22 0.40 0.97 0.69 0.59 

 

  



 

 

カ  議会議決事項  

議案番号  件             名  提出年月日  議決年月日  

議   案  

第６６号  

令和３年度流山市水道事業会計決

算認定について  
R4. 9. 1 R4.10. 4 

議   案  

第６８号  

令和３年度流山市水道事業会計未

処分利益剰余金の処分について  
R4. 9. 1 R4.10. 4 

議   案  

第９３号  

令和４年度流山市水道事業会計補

正予算（第１号）  
R4.11.24 R4.12.14 

議   案 

第 ２ ４ 号 

令和５年度流山市水道事業会計予

算  
R5. 2.16 R5. 3.22 

キ  職員に関する事項（上下水道事業管理者を除く。）  

職  種  
令和５年３月３１日  

現在の職員数（人）  

令和４年３月３１日  

現在の職員数（人）  

増減      

（人）  

事 務 職 員  １１（３）  １０（４）  １（△１）  

技 術 職 員  ６（１）  ７（１）  △１  

合 計  １７（４）  １７（５）  （△１）  

 注  （  ）内は再任用短時間勤務職員であり、外書きである。  

 

 


